
面積　211・44㎞2
男　　　　24，043
女　　　26，311
計　　　　50，354
世帯数　　　10，300
　　（住民登録による人口）
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議
長
に
樋
口
政
太
郎
氏

副
議
長
は
石
坂
正
隆
氏

　議　　長

樋ロ政太郎氏

　
改
選
後
初
の
第
二
回
十
日
町
市
議

会
臨
時
会
は
、
去
る
十
七
日
午
前
十

時
か
ら
開
か
れ
、
正
副
議
長
の
選
出

を
行
な
い
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
議
長
に
は
樋
口
政
太
郎

氏
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
副
議

長
に
は
石
坂
正
隆
氏
が
選
ば
れ
た
ほ

か
、
常
任
委
員
会
委
員
も
そ
れ
ぞ
れ

つ
ぎ
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た

◎
常
任
委
員
会
委
員

一
、
総
務
財
政
委
員
（
八
名
）

　
委
員
長
　
越
村
　
勝
治

　
副
〃
　
　
玉
田
　
慶
松
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新人は11人
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副議長
石坂正隆氏

　
委
　
員
　
樋
口
政
太
郎
、
山
田
桂

　
　
　
　
福
崎
正
平
、
石
坂
正
隆

　
　
　
　
植
木
正
太
郎
、
島
田
義

　
　
　
　
宣

二
、
文
教
厚
生
委
員
（
八
名
）

委
員
長
　
山
田
　
正
邦

　
副
〃
　
　
大
島
昭
三

　委　員

　
斉
木
一
栄
、
矢
口
重
雄

　
　
　
　
金
沢
太
郎
吉
、
樋
熊
清

　
　
　
　
　
一
、
久
保
田
鶴
一
、
金

　
　
　
　
子
幸
造

三
、
建
設
委
員
会
（
七
名
）

委
員
長
島
田
　
直
治

奪
・

ロ
■
■
■
7
　
，

矢口重雄

　1，546

石坂正隆

1，216

斉木一栄

　1，125

木島昭三

11，021

金子幸造

1，011

丸山尚政

　995

　
副
〃
　
　
村
山
　
正
明

　
委
員
佐
藤
利
雄
、
涌
井
経
和

　
　
　
　
中
町
忠
雄
、
庭
野
六
郎

　
　
　
　
須
藤
誠
也

四
、
経
済
委
員
会
（
七
名
）

委
員
長

副
〃
委
　
員

丸
山
　
尚
政

庭
野
　
金
作

池
田
広
吉
．
阿
部
周
作

柳
宗
平
、
庭
野
吉
郎
、

高
橋
桂
作

タ
、（》ヘダ、一一《ず㍉一

　
こ
の
た
び
市
民
多
数
の
．
こ
支
授

を
賜
わ
り
三
た
び
市
政
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
市
政
の
運
営
に
つ
き
ま
し

て
は
従
来
と
同
様
市
議
会
及
び
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
ま
し

て
、
い
っ
そ
う
の
努
力
を
い
た
し

ま
す
。

　
幸
わ
い
本
市
も
近
年
交
通
機
関

の
整
備
に
よ
り
ま
し
て
、
十
万
都

市
を
め
ざ
す
市
勢
発
展
へ
の
基
盤

整
備
が
で
き
つ
～
あ
り
ま
す
。

　
私
は
常
に
申
し
あ
げ
て
あ
る
と

お
り
、
市
政
の
重
点
施
策
と
し
て

交
通
機
関
の
整
備
、
社
会
保
障
の

繊
蝶
蕪
顯
羅

こ
な
い
、
明
る
い
豊
か
な
市
づ
く
晒

羅
護
離
糞
漕

の
細
か
な
愛
情
を
持
っ
た
政
治
を

や
り
た
い
と
思
い
ま
ナ
の
で
、
躍

進
十
日
町
市
の
た
め
　
更
に
ご
協

力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

‘
き
5
…
多
き
き
4

　
な
お
議
会
選
出
監
査
委
員
に
は
　
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
は
福

福
崎
　
正
平

福
祉
年
金
の
届
出
は
早
目
に
〃

つ
ぎ
の
支
払
い
は
九
月

　
現
在
福
祉
年
金
（
老
令
　
障
害
、

母
子
）
を
受
け
て
い
る
人
は
五
月
六

日
か
ら
五
月
期
の
福
祉
年
金
が
指
定

郵
便
局
で
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら

至
急
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

島田直治1中町忠雄

　853　　，　932

涌井経和

　841
佐藤利雄

　834
樋口政太郎　　庭野金作
　　　　　おヨ　823二　　824

　
毎
年
五
月
期
の
支
払
い
を
う
け
る

と
、
福
祉
年
金
所
得
状
況
届
、
一
般

に
は
定
時
届
と
も
い
っ
て
い
ま
す
が

こ
の
届
出
（
用
紙
は
市
役
所
ま
た
は

各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
）
を
す
る
こ

村山正明　植木正太郎　柳　宗平

　807　　815　　820
須藤誠也

795

庭野六郎

　792
山田桂

　764

…

祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
、
前
年

に
所
得
が
あ
っ
た
か
、
な
か
っ
た
か

配
偶
者
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
前
年

の
所
得
額
は
と
い
っ
た
事
項
を
記
入

し
て
県
知
事
あ
て
に
届
け
出
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
，
郵
便
局
で
支
払

い
を
5
け
た
ら
市
役
所
年
金
係
ま
た

は
　
各
出
張
所
（
中
条
地
区
は
中
条

公
民
舘
）
へ
「
国
民
年
金
証
書
」
と

「
印
鑑
」
を
持
参
し
所
得
状
況
届
の

手
続
き
を
済
ま
せ
、
年
金
証
書
の
保

島田義宣

　763

庭野吉郎

　751

⊥1田正邦

750

福崎正平

　733

樋熊清一

　723

金沢太郎吉

　704

灘灘
久保田鶴一　　高橋桂作

　673　　　698

傭

』｝，

纏灘
鷺利菱

鱒1
搬繍
璽鰐
5■旧四鵬腿圏幽口闘■

管
証
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
つ
ぎ
の
支
払
い
は
九
月
六
日

か
ら
で
す
が
　
至
急
こ
の
届
け
出
を

し
な
い
と
九
月
期
の
支
給
に
ま
に
あ

い
ま
せ
ん
。
ま
た
こ
の
届
け
出
を
し

な
い
と
せ
っ
か
く
の
福
祉
年
金
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
．
至
急
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
所
得
状
況
届
の
書
類
は
四
十

二
年
度
市
民
税
が
き
ま
り
ま
す
と
、

年
金
係
が
作
成
い
た
し
ま
す
の
で

「
年
金
証
書
」
と
「
印
鑑
」
だ
け
持

参
す
れ
ば
簡
単
に
手
続
き
が
出
来
ま

す
。

タ
バ
コ
は
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

ク
バ
コ
の
代
金
の
う
ち
か
ら
納
入
さ
れ

る
税
金
は
、
市
の
道
路
、
学
校
等
の

経
費
に
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

．
綴
謙
瀞
鑑
ρ

　　　市長選挙結果

　当日有権者数　　30，610

　投票数28，869
　有効投票数　 28，478

　無効投票数　　　391
1
1投票率94．32％

翻
灘
…
…
耀
　
壌
…
薩
聡

　
　
　
料
　
理
　
教
　
室

　
と
き
五
月
二
＋
二
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
七
月
～
九
時

　
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
舘

　
内
容
山
菜
の
加
工
保
存
に
つ
い

　
　
　
　
　
て

　
経
費
　
百
円

　
　
　
公
民
舘
建
設
促
進
委

　
　
　
員
会

　
と
き
五
月
二
十
四
日
（
水
）

皿
　
　
　
　
午
後
七
時
三
十
分

ツ
こ
ろ
公
民
舘
第
二
学
習
室

㎜
　
幼
児
家
庭
教
育
学
級

閣
と
き
五
月
二
十
六
日
（
金
）

㎜
醐
　
午
後
七
時
三
＋
分

『　とこ
ろ
　
中
央
公
民
舘

　
　
　
版
　
画
　
教
　
室

㎜
と
　
き
　
五
月
二
十
六
日
（
金
）

㎝
　
　
　
　
午
後
七
時
三
十
分

　
講
師
茂
野
桂
二

　
　
　
青
年
挙
級
全
体
学
習

一
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
日
目
）

　
と
き
五
月
二
十
九
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
七
時

ロリ

㎜
　
城
ケ
丘
家
庭
教
育
学
級

コ
■
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
日
目
）

㎜
一
と
き
五
月
二
十
九
日
（
月
）

■
　
　
　
　
午
後
七
時
三
十
分

作周
0

部
6
7

阿治勝
7
　
　
村
6

越玉田慶松

　655

池田広吉

　610

　市議会議員選挙結果

当日有権者数　　30，610

投票数28，865
有効投票数　　28，561

無効投票数　　　304

投票率94・32％

鵬
下
旬
中
学
生
家
庭
教
育
学
級
開
校
式

■
　
　
昭
和
四
十
二
年
度

醐
　
　
郵
便
貯
金
婦
人

一
　
　
モ
ニ
タ
ー
募
集

．
0
応
募
資
格
　
郵
便
貯
金
を
利
用
し

酬
　
て
い
る
二
十
才
以
上
の
女
性
．

■
　
0
任
　
　
務
　
郵
政
省
貯
金
局
か
ら

．
　
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
ほ
か

■

　
　
随
時
、
批
判
意
見
、
要
望
な
ど
を

囎
　
提
出
す
る
。

　
◎
謝
　
礼
年
一
回
五
千
円
程
度

關
　
の
金
品
を
贈
呈
。

　
0
募
集
要
領
　
広
く
一
般
か
ら
募
集

陥
　
し
長
野
郵
政
局
で
選
定
す
る
。
官

　
　
製
は
が
き
に
次
の
事
項
を
記
入
の

ロ
目
　
う
え
最
寄
り
の
郵
便
局
に
提
出
す

　
　
る
。

ロ
臼
　
希
望
者
は
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
職

一
　
業
、
主
人
の
職
業
、
モ
ニ
タ
ー
経

■
　
　
験
の
有
無
、
及
び
モ
ニ
タ
ー
応
募

一
　
の
動
機
、
貯
畜
に
関
す
る
感
想
の

ロ

剛
い
ず
れ
か
を
簡
単
に
記
入
す
る
．

帽
　
応
募
締
切
り
は
六
月
三
日
ま
で
．

一282一
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歩
行
者
の
安
全
な
横
断
確
保

22

日
か
ら
春
の
交
通
安
全
運
動

　
春
の
交
通
安
全
運
動
が
二
十
二
日

か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
十
日
間
全
国

い
っ
せ
い
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
こ
と
し
の
実
施
目
標
は
歩
行
者
の

安
全
な
横
断
の
確
保
と
、
安
全
運
転

の
確
像
な
ど
を
推
進
し
ま
す
が
、
本

年
は
特
に
「
幼
児
、
児
童
、
生
徒
の

安
全
確
保
」
と
「
ダ
ン
ブ
カ
ー
等
大

型
車
輌
の
無
謀
運
転
の
一
掃
」
に
重

点
が
お
か
れ
て
い
ま
す
。

駐車禁止区域にく近

四日町など駅通り、高田町、
多

　
十
日
町
市
で
は
　
市
交
通
対
策
協

議
会
、
十
日
町
地
区
交
通
安
全
協
会

な
ら
び
に
運
転
者
協
会
の
三
団
体
が

一
体
と
な
り
、
旬
間
中
市
内
要
所
で

街
頭
交
通
指
導
を
行
な
い
、
無
謀
運

転
の
監
視
通
報
す
る
ほ
か
、
五
台
以

上
の
事
業
場
の
新
管
理
者
を
含
め

て
、
安
全
運
転
者
管
理
の
合
同
第
一

回
指
導
研
修
会
を
開
催
す
る
計
画
で

す
。

粥
　
　
　
雫
　
町
　
内
　 線

国道

川町病院

1笥

川
剛
i
血
り
　
　 昭　手ll則

H川彰尺 微膿磯際一・
ビ漕煙ンン；すでに辱沸禁llに
赫W畠なっている区域

巾f乏所

乍剛通り
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交
通
事
故
防
止
と
円
滑
な
交
通
を

確
保
す
る
た
め
、
市
内
の
駐
車
禁
止

区
間
が
あ
ら
た
に
設
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
の
駐
車
禁
止
区
域
は
高
田
町

通
り
、
駅
通
り
、
四
日
町
よ
り
本
町

六
丁
目
ま
で
で
現
在
県
公
安
委
員
会

で
審
議
中
、
指
定
さ
れ
る
ま
で
の
間

つ
ぎ
の
要
領
で
行
な
う
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
目
一
日
お
き
に
片
側
が
駐
車
禁
止

　
　
と
な
る
区
域
腔

　
高
田
町
一
丁
目
か
ら
五
丁
目
ま
で

　
こ
の
区
域
は
ど
ち
ら
か
が
偶
数
日

あ
る
い
は
奇
数
日
の
駐
車
禁
止
を
標

示
し
て
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
両
側
と

も
午
前
七
時
か
ら
八
時
三
十
分
ま
で

は
自
転
車
以
外
の
車
輌
駐
車
禁
止
で

す
．

　
駅
通
リ
か
ら
若
宮
町
、
川
原
町
、

　
十
字
路
ま
で

　
こ
の
区
域
は
、
高
田
町
同
様
片
側

駐
車
禁
止
で
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
偶

数
ま
た
は
奇
数
日
の
駐
車
禁
止
と
な

り
ま
す
。
た
父
し
午
前
七
時
か
ら
八

時
三
十
分
ま
で
の
間
は
両
側
と
も
巾

一
材
を
超
え
る
車
輌
は
駐
車
禁
止
で

す
。　
両
側
で
も
駐
車
禁
止
と
な
る
区
域

（
白
転
車
、
原
付
車
、
自
動
二
輪
車

を
除
く
）

　
四
日
町
か
ら
本
町
六
丁
目
十
日
町

製
糸
工
場
入
口
附
近
ま
で

　
こ
の
区
域
は
自
転
車
、
原
付
車
、

自
動
二
輪
な
ど
巾
一
㌶
未
満
の
車
輌

以
外
は
全
て
の
車
輌
が
駐
車
禁
止
に

な
り
ま
す
。

成
人
お
め
で
と
う

こ
と
し
の
成
人
者
八
〇
一
名

佐
野
雅
幸
さ
ん
　
若
山
恭
子
さ
ん

　
本
年
度
の
成
人
式
は
さ
る
七
日
市

民
体
育
舘
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
．
当

日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が

男
子
三
百
三
＋
六
人
、
女
子
四
百
六

十
五
人
の
成
人
者
の
表
情
は
明
る
く

希
望
に
満
ち
て
い
ま
し
た
，
式
は

「
二
十
才
の
記
録
」
の
入
選
発
表
な

　
裁
判
の
仕
組
み
と
し
て
交
通
事

件
に
限
ら
ず
、
詐
欺
や
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
が
起
き
た
場
合
、
犯
人

を
処
罰
す
る
に
は
、
検
察
官
が
事

件
を
裁
判
所
に
起
訴
し
、
裁
判
所

が
こ
れ
を
裁
判
ナ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
事
件
を
起
訴
す

る
か
ど
う
か
は

検
察
官
に
ま
か

さ
れ
て
い
て
、
起
訴
し
て
も
有
罪

に
寸
る
だ
け
の
証
拠
が
な
い
場
合

や
証
拠
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
あ
っ
て
も

あ
え
て
被
疑
者
を
処
罰
す
る
必
要

が
な
い
と
考
え
た
場
合
に
は
被
疑

者
を
起
訴
し
な
い
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
な
（
て
お
り
ま
す
。 検

察
審
査
会
の
し

　
検
察
官
は
、
公
益
の
代
表
者
と

し
て
常
に
厳
正
公
平
に
仕
事
を
す

る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
た

く
さ
ん
の
事
件
を
扱
う
う
ち
に
は

調
べ
が
た
り
な
か
っ
た
り
、
判
断

を
誤
っ
て
起
訴
す
べ
き
事
件
を
不

起
訴
処
分
に
す
る
こ
と
が
絶
対
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
、
こ
の
よ

う
に
検
察
官
が
起
訴
す
べ
き
事
件

を
不
起
訴
処
分
に
し
た
場
合
、
こ

れ
を
改
め
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
の

が
、
検
察
審
査
会
の
お
も
な
仕
事

で
す
。

　
検
察
審
査
会
は
、
現
在
全
国
の

｛
き
を
き
妻
～
き
妻
き
》
｝

地
方
裁
判
所
や
お
も
な
地
方
裁
判
～

所
支
部
の
あ
る
と
こ
ろ
二
〇
四
力
》

所
騒
襟
辞
ポ
」

特
別
の
費
用
は
い
り
ま
せ
ん
。
申
内

盤
雛
鐵
鑑

と
ら
・
そ
こ
に
禦

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
・
妻
む

髪
蝶
緯
繊

融
熟
蝦
嚢

　
　
　
　
・
、
’
．
ぜ
　
、
♂
・
、
ぞ
　
’
、
《
渉
5
覧
‘

ら
び
に
表
彰
が
あ
り
、
元
日
紡
バ
レ

！
チ
ー
ム
監
督
の
大
松
博
文
氏
の
記

念
講
演
や
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
っ
て
式
を
閉
じ
ま
し
た
。
な
お

コ
一
†
才
の
記
録
」
の
入
賞
者
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▽
市
長
賞
一
席
”
「
力
一
ば
い
生
き

　
た
い
」
佐
野
雅
幸
（
本
町
東
一
）

▽
市
長
賞
二
席
鮭
「
農
業
と
私
」
波

　
形
信
一
（
魚
野
田
川
）

▽
議
長
賞
一
席
四

「
二
十
才
」
若
山
　
講
灘
．

　
　
　
　
　
　
　
　
聯

　
恭
子
（
吉
沢
織

　
物
）

▽
議
長
賞
二
席
擁

「
職
場
の
中
で
考

　
え
る
こ
と
」
丸

　
山
智
恵
子
（
八

　
幡
田
）

▽
教
育
委
員
会
賞

一
席
睦
「
職
場
に

お
け
る
青
年
の

使
命
」
尾
身
豊

作
（
東
北
電
力
）

▽
教
育
委
員
会
賞

　
二
席
H
「
お
客

様
　
と
私
」
佐

藤
千
代
子
（
袋

町
）

▽
選
挙
管
理
委
員

　
会
賞
一
席
腿
「
価
値
あ
る
人
間

に
」
越
井
ヨ
ネ
子
（
新
座
）

▽
選
挙
管
理
委
員
会
賞
二
席
“
「
成

　
人
の
意
義
と
は
じ
め
て
の
選
挙
」

　
村
山
政
己
（
桑
平
織
物
）

▽
佳
作
代
表
“
「
二
十
才
に
想
う
」

古
田
島
陽
子
（
睦
織
物
）

期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
　
　
本
年
度
市
税
の
お
知
ら
せ

　
本
年
度
当
初
予
算
に
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
市
税
は
別
表
の
と
お
り
、
総
額

三
億
四
千
六
百
三
十
二
万
八
千
円

を
、
市
民
の
皆
さ
ん
方
か
ら
納
付

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
税
の
使
い
み
ち
を
ご
理
解
く
だ

さ
い
ま
し
て
、
滞
納
の
な
い
明
る
い

市
の
建
設
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

（表1）予算額及び税目
一
、
市
民
税
の
税
竃

〔
表
ー
〕
個
人
均
等
割
”
二
五
〇
円

〔
表
2
〕
個
人
所
得
割

〔
表
3
〕
法
人
均
等
割
”
二
、
O
O

O
円

〔
表
4
〕
法
人
税
割
目
法
人
税
の
百

　
　
　
　
　
紺
響
欝
、

　
　
　
　
　
錘
．
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飛

灘
，難　　　　　翫’・螺　　　　表○表表表　’
　　　　　　　露蹴　　4円32　1市
　　　　　　　　　〕　　〕〕〕民
　　　　　　　　　法　　法個個税
　　　　（罵1　　　　人　　人人人の
灘譲　　　　　　　　　　　税　　均所均税
猟，

　　　　　　　　　割　　等得等竃
　　…耀　　　　　　　　目　割割割
　避靴，　　　　　　　　法　　”　　”

’瀞　　　人語
幽載　　　　　　　　　　　　　O　　円

　軽自動車税の税率　（表3）

税　　　　目 予　算　額 税　　率 のい　’て　’億た本
建ま税い市四市年
設しのた民千税度
∈て使だの六は当

まい理りか万りげ
す明解まら八　’ら
。るくす納千総れ
　いだの付円額ま

1．市　民　税 146，890千円 別表L2．3．4

2．固定資産税 128，338 別表5．6

3．軽自動唯税 7，507 別表7
4．たばこ消費税 33，000

，鵠

5．電気ガス税 22，000
1よ，

6．木材引取税 302
ロ＆，

7．都市計画税 5，589
ロ、俄，

8．滞納繰越分 2，702
合　　　　計 346，328

（表2） 所得区分 税率 控除額 所得区分 税率 控除額

種　　別 税　率 積　雪
控除額

差　引
税　額 種　　別 税r率馨除議裂

15万円以下の金額
鎚
1
0
0 一円 400万円をこえる金額

塑
1
0 0

142，500

15万円をこえる金額
望
1
0
0

2，100 600万円　　〃
旦』）

100
227，500

第　1　種
（50cc以下）

円
5
0
0

円
130 円

370 軽
自
動
車

三　　輪 　円
2，000

円1　　円
　r500 1，500 40万円　　〃 7，700 1，000万円　　” 367，500

篶1一補 800 200 600
四　　輪
（乗用） 4，500 　r1，130　3，370

　1

亜
l
o
o

迦
1
0 0

70万円　　〃
皿
1
0 0

17，500 2，000万円　　〃 蝦蔓
100

647，500

耕うん機 1，000 250 750
四　　輪
（貨物） 2，500 630 1，870 100万円　　〃

墾
1
0 0

31，500 3，000万円　　〃
皿
1
0
0

1，067，500

軽自動劇悟） 1，500 380 1，120 二輪の小型 2，500 630　1，870 150万円　　〃 堅
100

52，500 5，000万円　　〃 坦麺
11）0

1，767，500

一注一　上記税額は年税額ですので年途中で新規購入廃車、更改の場合には、

　．月割で納税または既納額を還付することになります。
250万円　　〃 1L旦

100
87，500

触

灘
灘
灘

　　　　　　　　　　　　　　難

　　　　　　　　　　　顎

　　　　　　　　　　鍵

　　　　　　　　灘

　　　　　　翻

　　　　　燃

　　　　　嚢

　　　　　　　　睡

鹸
■
癒鱒1．

畷

（表2）軽自動車税の税率（表3）

一注一　上記税額は年税額ですので年途中で新規購入廃車、更改の場合には

　　　．月割で納税または既納額を還付することになります。

分
の
＋
・
七

二
、
固
定
資
産
税
の
税
率

〔
表
5
〕
個
人
、
法
人
等
の
所
有
す

　
る
土
地
、
家
屋
　
償
却
資
産
”
百

　
分
の
一
・
五

〔
表
6
〕
国
有
資
産
、
県
有
資
産

　
（
土
地
、
家
屋
）
で
国
、
県
以
外

燕
平

　
　
幼
児
教
育
　
家
庭
教
育
の
重
要
性

　
は
今
さ
ら
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

　
ま
す
と
、
わ
か
っ
て
い
て
も
で
き
な

　
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
公
民
舘
で

　
め
の
「
幼
児
家
庭
学
級
」
を
開
設
し

　
　
こ
の
学
級
は
今
年
で
四
年
目
で
、

　
ん
。
せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
に
お
し

　
　
す
ば
ら
し
い
子
ど
も
を
育
て
る
と

　
を
つ
く
る
こ
と
で
も
あ
り
、
か
が
や

膓■圏■口■■■1一
が
、
し
か
し
、
生
活
に
お
わ
れ
て
い

繭

■
い
、
と
い
う
の
が
現
状
で
は
な
い
か

巳

。
は
、
そ
う
い
う
お
か
あ
さ
ん
方
の
た

■じ

■
て
い
ま
す
。

ロ

■
市
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
と
組
ん
で

■
や
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
毎
年
の
参

■
加
者
は
六
、
七
十
人
で
、
こ
れ
は
施

■
設
人
口
の
一
割
で
し
か
あ
り
ま
せ

■
一
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

■

日
い
う
こ
と
は
、
す
ば
ら
し
い
市
や
国

■艦－巳”口階

の
者
に
使
用
さ
せ
て
い
る
資
産
“
…

百
分
の
一
・
四

　
国
有
鉄
道
．
専
売
公
社
、
電
々

公
社
所
有
の
資
産
で
本
来
の
業
務
㎜

の
用
に
供
し
て
い
る
土
地
、
家
屋

償
却
資
産
目
百
分
の
一
・
四

■
内
容
　
テ
キ
ス
ト
「
六
才
ま
で
に

　
こ
れ
だ
け
は
」
　
（
品
川
孝
子
著
あ

　
す
な
ろ
書
房
版
）
に
よ
る
。

■
計
画

　
〔
五
月
〕

四
才
時
代
の
心
理
と
し
つ
け
①
、
②

“
小
林
美
代
子
先
生
（
新
潟
市
あ
さ

ひ
幼
稚
園
長
）

　
〔
六
月
〕

四
才
時
代
の
心
理
と
し
つ
け
③
“
小

林
賢
秀
先
生
（
十
日
町
公
民
舘
長
）

五
才
時
代
の
心
理
と
し
つ
け
①
“
内

山
シ
ズ
先
生
（
下
越
家
庭
教
育
指
導

員
）
　
〔
七
月
〕

五
才
時
代
の
心
理
と
し
つ
け
②
“
内

山
シ
ズ
先
生
（
下
越
家
庭
教
育
指
導

員
）
③
“
小
林
賢
秀
先
生

　
〔
九
月
〕

六
才
時
代
の
心
理
と
し
つ
け
①
、
②

”
柄
沢
栄
夫
先
生
（
十
日
町
小
学
校

長
）
　
〔
＋
月
〕

六
才
時
代
の
心
理
と
し
つ
け
③
“
柄

沢
栄
夫
先
生
、
六
才
ま
で
に
こ
れ
だ

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
を

　
　
　
す
ば
ら
し
く
す
る
た
め
に

幼
児
家
庭
教
育
学
級

　
ほ
と
ん
ど
は
お
か
あ
さ
ん
方
の
あ
り

　
　
こ
と
し
の
学
習
は
、
　
「
子
ど
も
の

　
方
を
考
え
る
」
こ
と
に
ね
ら
い
を
お

㎜
た
。
子
ど
も
の
発
達
に
も
順
序
が
あ

　

旧
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も
を
上
手
に
育

…
て
る
た
め
に
は
、
こ
の
順
序
を
理
解

コ

旧
し
て
、
自
分
の
子
の
特
徴
を
知
る
こ

…
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

コ巳
”
ん
。

㎜
　
お
か
あ
さ
ん
、
あ
な
た
も
ど
う
か

ロ

㎜
こ
の
学
級
に
参
加
し
て
、
あ
な
た
の

凹
お
子
さ
ん
を
す
ぽ
ら
し
く
育
て
あ
げ

圃㎜
て
く
だ
さ
い
。
こ
と
し
の
計
画
は
次

剛
の
通
り
で
す
。

ロ

㎜
■
期
日
　
五
月
硬
十
一
月
（
八
月
休

四
　
み
）

㎜
圏
日
時
　
毎
月
第
一
、
第
三
水
曜
夜

醐
　
七
時
三
十
分
～
九
時
三
十
分

㎜
■
会
場
　
十
日
町
市
公
民
舘

ロ

胴
田
対
象
　
六
才
ま
で
の
子
を
も
つ
お

㎝
　
か
あ
さ
ん

ロ

鳴
か
し
い
あ
す
を
約
束
す
る
こ
と
で
も

一
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
責
任
の

■

■
方
に
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

■

■
発
達
段
階
を
理
解
し
　
そ
の
し
つ
け

■

騙
い
て
五
月
十
二
日
に
開
講
し
ま
し

け
は
H
品
川
孝
子
（
テ
キ
ス
ト
著
者
）

　
〔
十
一
月
〕

六
才
ま
で
の
情
操
教
育
“
押
見
虎
三

先
生
（
新
大
教
授
）
、
六
才
ま
で
の
子

ど
も
と
家
庭
“
浅
妻
康
二
先
生
（
新

潟
女
子
短
大
助
教
授
）

※
な
お
、
毎
回
N
H
K
み
ん
な
の
歌

　
の
歌
唱
指
導
も
お
こ
な
い
ま
す
。

　
問
い
あ
わ
せ
は
、
＋
日
町
市
公
民

舘
（
電
話
二
〇
八
○
番
）
幼
児
家
庭
教

育
学
級
係
ま
で
．

一283一


